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東日本電信電話株式会社 

株式会社ティアフォー 

KDDI株式会社 

成田国際空港株式会社 

国内空港初※1、成田国際空港でローカル 5G※2等を 

活用した自動運転バス実証を実施 

～労働人口減少等に対応した無人自動運転サービスの実装を目指す～ 

        

図１：自動運転車両                 図２：遠隔監視室 

 

東日本電信電話株式会社(代表取締役社長：井上 福造、以下「NTT東日本」)、株式会社ティアフォー(代表取

締役社長：武田 一哉、以下「ティアフォー」) 、KDDI株式会社(代表取締役社長：髙橋 誠、以下「KDDI」)、成

田国際空港株式会社(代表取締役社長：田村 明比古、以下「NAA」)は、4社合同で国土交通省航空局主催

「空港制限区域内における自動走行の実現に向けた検討委員会」における自動運転レベル４相当※3の導入に向けた

実証実験の枠組み及び総務省「令和 3年度課題解決型ローカル 5G等の実現に向けた開発実証」に参画しました。

4社は 2022年 2月 14日から 2022年 2月 28日の間、国内空港で初めて、ローカル 5G及びキャリア通信※4を

活用した成田国際空港制限区域内における遠隔監視型自動走行バスの実証実験を行うこととなりましたので、お知ら

せいたします。 

 

１．取り組みの背景 

現在の日本の交通インフラにおける社会的課題として少子高齢化の急速な進行による労働人口減少があります。労働

人口減少に伴い、様々な移動・物流サービスの担い手が不足することが危惧されており、空港運用においても同様の課

題を抱えています。その解決策の一つとして自動運転技術が注目されているところであり、成田国際空港において自動

運転レベル４相当の導入に向けた実証実験を行い、人手不足への対応や、ヒューマンエラーに起因する車両事故リスク

の軽減を目的とした自動運転技術の導入を目指します。 



 

 

 

 

 

２．実証概要 

今回の実証実験では、自動運転車両「GSM8」※5 を用いて、成田国際空港制限区域内を自動走行(ドライバー有り)

し、制限区域内の実装に向けて課題抽出を行います。また、複数の車載カメラ映像を用いた遠隔監視等のための通信

インフラとして、ローカル 5G 及びキャリア通信による冗長化を行い、本構成における遠隔監視等の技術的な検証を行い

ます。 

 

３．コンソーシアム各社の役割 

NTT東日本 ・ 総務省「令和 3 年度課題解決型ローカル 5G 等の実現に向けた開発実

証」におけるプロジェクト管理 

・ ローカル５G通信環境の構築、技術検証、性能評価 

・ ローカル５G を活用した自動運転の実現性評価 等 

ティアフォー ・ 国土交通省航空局主催「空港制限区域内における自動走行の実現に向

けた検討委員会」におけるプロジェクト管理 

・ 自動運転車両提供 

・ 自動運転システム、遠隔監視システムの開発、実証評価 

・ 無線冗長システムの開発及び実証評価 等 

KDDI  ・ キャリア通信(５G及び４G)提供 

・ 遠隔監視におけるキャリア通信のデータ収集や解析及び品質調査 等 

NAA ・ 実証フィールドの提供 

・ 空港における課題抽出、実証評価 等 

 

４．今後の展開について 

国土交通省航空局の企図する 2025 年レベル４相当自動運転の実現に向けては、「空港制限区域内における自動

走行の実現に向けた検討委員会」において本実証の成果報告を行い、制限区域内での自動走行のルール策定に貢

献します。また、ローカル５G 等を活用して成田国際空港へのレベル４相当自動運転の実装や他空港への普及展開

につなげることを目指します。 

 

５．その他 

国土交通省航空局主催「空港制限区域内における自動走行の実現に向けた検討委員会」 

https://www.mlit.go.jp/koku/koku_tk9_000023.html 

総務省「令和 3年度課題解決型ローカル 5G等の実現に向けた開発実証」 

https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu06_02000296.html 

 

※1…ＮＴＴ東日本、ティアフォー、ＫＤＤＩ、ＮＡＡ調べ（ローカル 5G とキャリア通信を活用する空港制限区域内

の自動運転実証実験として初であることを国土交通省航空局主催「空港制限区域内における自動走行の実現に向

けた検討委員会」公表資料等を元に独自に調査） 

※2…ローカル 5G とは、地域や産業の個別のニーズに応じて地域の企業や自治体等の様々な主体が、自らの建物内

や敷地内でスポット的に柔軟に構築できる 5Gシステム 



 

 

 

 

 

※3…自動運転においては、各レベルに応じた運転タスクの主体や走行領域が設定されている。航空局主催「空港制

限区域内における自動走行の実現に向けた検討委員会」にて、空港における「自動運転レベル4相当」の定義（案）

として、「自動運転車両の走行車両開発事業者、運行事業者、空港管理者等の関係者間で合意した限定領域

（ODD）を前提として、運転者が介在せずに対応可能なシステム」とされている。 

※4…電気通信事業者が提供する携帯電話等の電気通信サービス 

※5…タジマモーターコーポレーション社製車両をベースにティアフォー社の自動運転システムを活用 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

別添資料１ 

１．実証実験の内容 

・ 実証期間：2022年 2月 14日から 2月 28日の間(予定)。 実証走行準備期間を除く。 

・ 実証実験の位置づけ：空港制限区域内におけるローカル 5G 等を活用した自動運転レベル 4 相当の導入に向

けた実証実験 

・ 本実証実験の検証環境 

 制限区域内ターミナル間連絡バスの走行ルート（一部）において自動運転車両の実証走行を行います。走

行にあたっては、成田国際空港内の遠隔監視センタより遠隔監視等を行います。 

 遠隔監視等における通信インフラとしては、「高速大容量」「高信頼・低遅延通信」「多数同時接続」が可能

な 5G 技術を活用し、空港制限区域内の走行環境における遠隔監視等機能の運用継続性の向上を狙い

ローカル 5G及びキャリア通信の冗長構成とします。 

 

２．検証項目 

① 制限区域における自己位置推定の精度、空港内ルールを遵守した自動運転レベル４相当の導入に当たっての技

術面・運用面からの課題等の確認 

② ローカル5G等を活用して遠隔監視等を実施し、通信インフラにおける「空港環境下での移動物による 5G電波遮

蔽」と「走行中の基地局の切替（ハンドオーバー） に伴う影響」等の調査 

③ ローカル５G とキャリア通信のうち品質の安定した通信手段へ自動切替を行う冗長系構成を機能追加し、遠隔映

像等品質低下を模擬した無線環境下にて、走行中の遠隔映像品質等の継続性を検証 

④ 空港関係者の自動運転バスへの理解・要望等の確認 等 

 

３．走行ルート：成田国際空港 制限区域内 車両道路(第 2 ターミナル～第 3 ターミナル間) 

 

図：自動運転車両走行ルート 



 

 

 

 

 

 

図：本実証のイメージ 

 

遠隔監視センタ

ローカル5G キャリア網

制限区域内ターミナル間連絡バス

成田国際空港内

走行中の遠隔映像品質等の継続性を検証

自己位置推定の精度、レベル４相当での運行を見据えた空港
内ルールを遵守した走行の確認

空港関係者の自動運転バスへの
理解・要望等の確認

検証①検証④

連絡バスの移動に伴い基地局切り替え

• 車載カメラ映
像(7台)によ
る監視

• 高精度地図
データの更新

• 走行計画の
承認

「空港環境下での移動物による5G電
波遮蔽」と「走行中の基地局の切替(ハ
ンドオーバー) に伴う影響」等の調査

検証②
走行中の遠隔映像品質等の継続性を検証

検証③



使用車両
タジマモーターコーポレーション社製・
GSM8（改造）

乗車定員
原則着席10名まで（オペレーター・ド
ライバーを除くと最大8名）

全長／全幅／全高（m） 4.84／1.51／2.125

車両重量（kg） 1,350

ハンドル有無 有

センサ等の概要
・カメラ 物体検知用6基、信号認識カメラ1基、
遠隔監視カメラ7基
・LiDAR 8基
・GNSS（全球測位衛星システム） 1基
・IMU（慣性計測装置） 1基

走行制御技術の概要
・車両自律型
・車両制御には、ティアフォーが開発を主導するオープン
ソースの自動運転ソフトウェア「Autoware」を使用
・高精度三次元地図とLiDARを用いたスキャンマッチン
グにより自己位置を推定
・LiDAR・カメラにより障害物等の認知を行うとともに、
高精度三次元地図上に引かれたレーンや停止線等に
従って走行

車両概要 別添資料2


